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サン=テグジュペリの生命・意識論と地球環境の危機
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者エディントンA. S. Eddington (1882-1944)は, 「認識論から出発した物理学の基礎理











































13) UN SENS A LA VIE, Gallimard, 1956, p.227
14)拙論「サン-テグジュペリrX将軍への手紙」のr特異性」について」 (長崎大学教養部
範要,人文科学篇,第33巻,第2号, 1993)参照
15)学術審議会から文相に当てた「建議」 (1995)を例にとれば,地球環境の現状を次のよう
に概観している｡ 「現在,人類は未曾有の速度でその活動を増大させている｡先進国を中
心とした長期にわたる経済成長とそれに伴う資源・エネルギー消費や排出物の急増,そし
て発展途上国を中心とした人口の急激な増加とそれに伴う生活圏の拡大である｡このよう
な文明の発展による人間活動の増大によって,環境に対する負荷が地球規模で急激に増加
している｡その結果,人間は今,大気中の温室効果ガスの増加,成層圏オゾンの減少,酸
性雨,土壌浸食,森林の減少,生物多様性の喪失,砂漠化,地球全体あるいは地球上の広
範な地域で同時に進行する様々な環境問題に直面している｡」
16)例えば同上の「建議」は, 「この間題は,人間活動と地球環境の相互関係の諸側面に広く
目を向けた総合的な研究によって初めて解明され,解決の方向に向かうものであることを
銘記する必要がある｡このような地球環境間蓮の特性を踏まえ,その解決に向けて取組を
62 伝B MMLM
進めるためには,従来の取組みに加えて,新たな発想と視点の下に,人文科学,社会科学
から自然科学までの幅広い学術研究を地球環境問題の解決を軸に据えて総合化することに
よって,地球環境科学という新たな問題解決型の総合科学を速やかに構築することが求め
られている」と,早急な対応策の必要性を訴えている｡
17)この事実は後藤信行氏(長崎大学教養部物理学教授)の教示によるものである｡本稿の執
筆に際し氏にいろいろと解説を乞うた｡感謝に堪えない｡
18)前掲書「エントロピーとは何だろうか」 85頁
19)同上書66頁
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